
操作レクチャー動画
行動検知機能・メールオート

メーション・資料閲覧機能の活
用
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商談最大化の成功の鍵

情報収集中の「まだまだ顧客」に対して積極的かつ定期的に自社の強みや課題を解決するコンテンツを発信することにより、
接触頻度をあげてマインドシェアをあげる活動が重要。

さらに、発信しっぱなしにせずに、検討しはじめたタイミングをしっかり検知する仕組みを構築することが重要です。

【積極的な情報発信】と【適切なタイミング検知】

定期的な接触 検討度の高いページへ誘導

積極的な情報発信 適切なタイミング検知

検討再開し自ら再訪問

🔥
検知

🔥
検知

事例

ホワイトペーパー
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優先順位をつけてアクションが取れるように

サイトに再訪問した
顧客を見逃さない

メール配信後のアクションを
見逃さない

メールオートメーション行動検知

営業で一番大切なことは「 タイミング」です！
アクションを起こした顧客を見逃さず、しっかり検知します

訪問 メールの通知

ラベルの付与

メールの通知

クリック
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検討タイミングを検知できる機能

1 行動検知機能
料金ページなどWebサイトを見た顧客の行動を検知することができます。

2 メールオートメーション機能
フォーム送信後のアクションを自動化。メールのクリックを通知させることができます。
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行動検知機能とは

よくあるスコアリング機能と違い、複雑なシナリオ設定が不要。
・検討度合いの高い見込み顧客の閲覧ページの選択
・計測する条件と選択
簡単ステップで、再検討を開始した顧客を検知できます。

簡単な設定でサイトの訪問タイミング を検知できる機能

営業担当からアプローチ
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ferret Oneで行動履歴を取得できると、サイトに再訪問したタイミングを検知できます。

トリガーイメージ：

①リスト取り込み 送信者 fO以外で取得したメールアドレスをメーリングリストにインポートして取り込む

②メール配信 送信者 メール文面を作成し、サイトに導線を設置
※この時、メールから直接資料ダウンロードにせず必ずサイトに飛ぶ導線にする

③メール開封 受信者 受信者がメールを開封する
※開封するだけでは行動履歴の取得はされない

④リンクをクリック 受信者 メール内に仕込んだferret Oneのページのリンクをクリックし、
ページに訪問したら行動履歴が取得される

⑤検知条件を満たす 受信者 さらに行動検知機能で条件設定したページに訪問すると、検知する

行動検知で検知できるリード

ferret Oneで作成した
フォームを通過した

ferret Oneで送ったメールの中の
リンクを踏んだ

CSVなどで取り込んだリードは、以下のタイミングで行動履歴が取得されます。
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【画面説明】検知ルールの設定内容

検知ルールの設定画面

検知ルール名

検知タイプ

同じ名前はつけられません

１）指定したページに訪問
２）確度の高いチャネルからサイトに訪問

ページの設定
１）上記1の場合はページの指定
２）上記2の場合は除外ページを指定

対象リード 抽出条件（AND）
除外条件（OR）を設定できます

アクション
メールに通知できます
※今後ラベル付与やポップアップなども検討

必須

必須
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【画面説明】対象リードの設定

対象にしたいリードの抽出 （AND条件）と、除外条件（OR条件）を設定することができます。

絞り込み

除外
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【画面説明】対象リードの設定

ラベルが
「MQL」かつ「ターゲットリード」
の場合に検知

↓
無駄な検知が多く確度の高いリード
だけを検知したいケース

MQL ターゲッ
トリード

gmail.com
のドメイン

BtoC MQL 30日以
内CV

抽出条件を2つ以上設定した場合 除外条件2つ以上設定した場合 抽出・除外の両方を設定した場合

ドメインが
「gmail.com」または
ラベルが「BtoC」の場合に除外

↓
無駄な検知はまとめて除外したい
ケース

ラベルが
「MQL」に一致　かつ
「CVが30日以外」は除外したい

↓
MQLは検知したいが直近CVはアプ
ローチ中が多いから除外したい

抽出条件（AND）と除外条件（OR）の組み合わせイメージ
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【画面説明】検知後のアクションの設定

通知先アドレスを複数設定することができます。

「検知ON」で開始！
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【画面説明】検知リードの確認方法

検知履歴一覧に、新しい順で表示されます

クリックで
顧客帳票へ

どのページで
検知されたか

役職や部署名で
判断 直近のCV情報
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【画面説明】検知リードの確認方法

行動履歴内にも、行動検知の情報が記載されます
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おすすめの行動検知の活用方法

2つの検知ルールをあらかじめご用意。「通知アドレス」を設定するだけですぐに使えます。
（自社ドメイン・競合ドメインを除外するのもおすすめです）

検討度の高いページを訪問

検知ルール 指定したページを訪問した場合に検知
します

検知対象ページ contact, plan, price を含むページ

対象リード オーナーのドメインは除外

再検討を開始

検知ルール

検知除外ページ

対象リード

流入チャネルが
「Direct」「自然検索」「リスティン
グ広告」でサイトに訪問し
1分以上滞在すると検知します

ブログページ

オーナーのドメインは除外

料金ページに
訪問した顧客を
見逃さない！🔥

情報収集中の
顧客を見逃さ
ない！🔥
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おすすめの行動検知の活用方法

誰でも簡単に設計不要 で開始！　チューニングしながら効率的に商談獲得をしていきましょう！

BtoBマーケのノウハウをもとに作成した
プリセット条件をONにして様子をみましょう！

まずはプリセットの
検知をON！

やること メリット

誰でも、自分たちで簡単に検知の設定
ができる（スコアリング設定不要）

検知されたリードをもとに、無駄に検知している
ものがあれば条件を精査してみましょう検知・精査

リードの確認が素早くできて、判断し
やすい

チューニング
検知する対象や、除外する対象や絞り込みをし
検知ルールを更新

簡単な設定以外にも、かゆいところに
手が届いている

営業連携の効率化 一定の検知・連携ルールが決まったら、通知先を
自動で振り分けるなど新たに検知ルールを作成！

検知〜連携までの作業を効率化できる
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活用例❶ サービスごとに通知先を変更する 

過去MQLになった顧客が特定のページを閲覧した場合に検知したい。ただし、直近CVの人は除外したい
対象サービスが「ferret One」は田中さんに通知したい
対象サービスが「formrun」は佐藤さんに通知したい

やりたいこと【例１】

特定ページの閲覧検知タイプ

ラベルが「ferret One」対象リード

過去30日以内にCV除外条件

検知条件①

特定ページの閲覧検知タイプ

ラベルが「formrun」対象リード

過去30日以内にCVアクション

検知条件②

tanaka@ のアドレスに通知アクション sato
@ のアドレスに通知アクション
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活用例❷ 商談中の顧客がサイトを閲覧したら、担当営業に通知する

商談中顧客が再来訪を見たら、即営業担当に通知したい！
営業担当が「田中さん」なら田中さんに通知したい
営業担当が「森田さん」なら森田さんに通知したい

やりたいこと【例２】

再来訪検知タイプ

ラベルが「田中さん」対象リード

tanaka@ のアドレスに通知アクション

検知条件①

再来訪検知タイプ

ラベルが「森田さん」対象リード

morita@ のアドレスに通知アクション

検知条件②
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事例：文化放送様の事例

再訪問通知でホワイトペーパーDL顧客から商談を獲得！

商談化再訪問初回CV

Z世代に関する
ホワイトペーパーをDL

Z世代に関する
記事を読む

担当からアポイント打診
「Z世代へのアプローチ
にお悩みですか？」

開始1ヶ月で2件再訪を検知し1件商談化を獲得！🎉

行動検知
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事例：文化放送様の事例（1/2）

再訪問通知でホワイトペーパーDL顧客から商談を獲得！

商談化再訪問初回CV

Z世代に関する
ホワイトペーパーをDL

Z世代に関する
記事を読む

担当からアポイント打診
「Z世代へのアプローチ
にお悩みですか？」

開始1ヶ月で2件再訪を検知し1件商談化を獲得！🎉

行動検知
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事例：文化放送様の事例（2/2）

「再訪問検知／Z世代」
検知対象：
・「Z世代関係の記事」に訪問

検知対象：
「Z世代」ラベルが付与されている※

除外：
「joqr.co.jp」（自社ドメイン）

※特定のフォーム送信時に、「Z世代ラベル」を
　自動付与するようにフォームオートメーション機能を設定



メールオートメーション機能
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検討タイミングを検知できる機能

1 行動検知機能
料金ページなどWebサイトを見た顧客の行動を検知することができます。

2 メールオートメーション機能
フォーム送信後のアクションを自動化。メールのクリックを通知させることができます。
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メールオートメーション機能とは

メールの通知

ラベルの付与

メールマガジンのクリックを検知できる機能
メールオートメーションは、決まった条件で行う煩わしい作業を自動化して、効率的な運用を実現。フォームのCVが発生
した際のアクションとして、ラベル管理やメール通知、メール送信などを自動で行うように設定できます。

リンクを
クリック

ferret Oneで
メール配信

営業担当から
アプローチ！

セグメント
リスト作成！

検知！
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活用例1. メルマガのクリックユーザーを営業担当に通知

①メルマガを定期配信 ②クリックユーザーを通知 ③架電もしくはメール
・固定のメアド宛に通知（複数設定可）
・リードに割り当てられた営業担当者に通知
の2通りの方法が可能です

メールオートメーションの活用方法
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メールオートメーションの活用方法

活用例2. クリックした人を架電対象としてリストアップ

メールをクリックした人を、アプローチリストとしてまとめ、これを見ながら効率よく架電をしたい。
複数のメールを跨いでリストアップをしたい、またはエクスポートして外部環境で管理したい。

①メルマガを定期配信 ②クリックユーザーにラベルを付与 ③ラベルの有無でリードを絞り
込み、架電リストとして活用

CSVでのエクスポートも可能です
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活用例3. クリック情報に基づいて顧客をセグメント

展示会など、オフラインで獲得した見込み顧客のニーズや課題感が分からず、セグメントができない。
メルマガから離反しないように、課題に合ったコンテンツだけが送られるようにしたい…

①メルマガを一斉配信 ②クリックユーザーに、
セグメント用に使っているラベルを付与

③追加されたセグメントリスト
で、最適なコンテンツを配信

CMSのもろもろ
をメール送信

マーケノウハウ
についてをメー
ル送信

メールオートメーションの活用方法
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事例：ferret One マーケ部の事例

展示会の御礼メールからアポを獲得


